
[研究ノート]

ジャワ農村の地方自治に関する調査ノート

－ジョクジャカルタ特別州バントウル県ジュティス郡チャンデン村の事例－

黒　柳　晴　夫

1 。 は じ め に

本 報告の調 査村チ ャンデ ン村 （Desa Canden ）

が あ る ジ ョ ク ジ ャ カ ル タ 特 別 州 （Daerah

Istimewa Yogyakarta ）バ ントゥル県（Kabupaten

Bantul ） は 、州都 ジ ョクジ ャカルタ市 の南 側に イ

ンド 洋に面し て位置し、 ムラピ（Merapi ）火 山 を

源 にしたプロ ゴ川（Kali Progo ）、オパ ック川（Kali

Opak ） の 両 河川 に挟 ま れた火 山灰 の肥 沃土 に恵

まれた平坦な水田稲作地帯をなしている。調査地

は、ジョクジャカルタ市内の王宮からほぼ南に直

線 で12  km のところに位置 するジュテ ィス郡

（Kecamatan Jetis ）チャンデン杜にある15 部落

の一つプレンブータン部落（Dukuh Plembutan ）

である。チャンデン村 の面積 は5.36  k㎡ で、表

1 に示すように現在ここ に3.816 世帯、13,726 人

が住んでおり、人口密度は2,560.8 人/km2 に達

している。プレンブータン部落は、村内15 部落

のうち4 番目の世帯数を擁する部落で、表2 に示

すように（調査時点が異なり、表1 と数値が一致

表1　 チャンデン村部落別世帯数・人口数

N0. 部落名 世帯数（戸） 男（人） 女（人） 合計人口（人）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

Banyudono

Beran

Canden

Gadungan Kepuh

Gadungan Pasar

Gaten

Jayan

Kirmgan

Kralas

Ngibikan

Plembutan

Pulokadang

Suren Kulon

Suren Wetan

Wonolopo

283

268

390

212

165

181

159

260

332

280

294

315

210

277

190

492

423

630

362

312

280

292

482

588

512

503

561

378

497

311

528

492

655

387

341

313

298

504

616

577

534

555

410

552

341

1,020

915

1,285

749

653

593

590

986

1,204

1,089

1,037

1,116

788

1,049

652

合　　　計 3,816 6,623 7,103 13,726

（資料）チャンデン村住民台帳より作成。
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表2　 チャンデン村プレンブータン部落組別世帯数・人口数

組No 世帯数 人口数 組長名 組長生年月日

1

2

3

4

5

78 （戸）

47

61

47

42

215 （人）

127

196

131

12ト

Sudarmaji

Subagyohadi

Sukamto

Supriyanto

Tumarjo

1943/6/23

1968/5/30

196711/10

1967/7/15
？

合計 275 790

（資料）中部ジャワ地震直後の2006年6 月初め、村が被災調査を実施した際の世帯表

による。

しないが）部落内は5 つの隣組エル・テー（RT:

Rukun  Tetangga ）に分かれている。村の東側を

オパック川が流れ、濯漑用水にも恵まれているた

め、人びとの生業は水田稲作農業が中心となって

いるが、近年はジョクジャカルタ市内の事業所や

商店などに通勤している人も増えている。

以下は、チャンデン村、なかでもプレンブータ

ン部落を中心に2009 年8 月27 ・ 30 日、2010年8

月27・28・29・30・31 日、2011年3 月5 ・7 日に

行った聴き取り調査の聴取内容の記録である。こ

れは、これまで論文にまとめてこなかった内容の

部分で、共同研究者の間で聴取内容を共有する目

的も果たすためにまとめたものである6 そのた

め、時間の経過や調査の経緯が分かるように記述

してある。記述した聴取内容には、聴取した人や

時期によって一部に矛盾したり異なったりしてい

るところがあるが、あえてそのまま掲載したこと

を断っておく。

2 。チャンデン村の行政組織およ

び各種組織

－2009 年8 月27 日（木）（晴れ）聴取－

今回の調査は、カウンターパートのGadjah

Mada 大学地理学部助教授兼人口政策研究所研究

員のSukamdi がオランダに出張中のため、かれ

の事前の指示で同研究所助手のToko とUmi およ

び同研究所のアルバイト調査員Fajar が協力して

くれることになった。かれら3 人は、Sukamdi の

指導を受けた地理学部の卒業生である。

インドネシアは、8 月22 日（土）からイスラム

暦第9 月のRamadan に入り、ムスリムはこの月

の間断食（Puasa ）を行う。そのため、調査で滞在

中は断食月と重なるため、われわれに同行してく

れる調査協力者と運転手、そして村の人びとは昼

間何も口にしないので、調査中は基本的にわれわ

れもこれに従うことにした。そのため、われわれ

は朝食のバイキングでしっかり食べるように心掛

けた。

予定の8:30 に、チャンデン村（Desa Canden ）

役場に向けて出発する。大学正門を出てそのまま

南下し、市内 中心部 の住宅密 集地 を通 り抜 け

Kraton  （王宮）東側め遊園地前の道路を通って

Parangtritis道路に入る。 Parangtritis道路は、イ

ンド洋に面七た王宮 の儀礼施設がある観光地の

Parangtritis 海岸に向 かう道路である。朝の通

勤・通 学のピ ー ク時 はすで に過 ぎてい たが、

Parangtritis道路は市内に向かう人びとのオート

バイやミニバス等で込んでいた。ジョクジャカル

タ市内南側を走る環状道路を越えて南下し、王宮

から約12 km のところで 直角に左折して王宮墓

所で知られたImogiri 方面に向かう道路に入る。

そこを約1 ．5 km 進んで直角に右折して田圃のな

かの道路を2km 弱南下すると、左前方にチャン
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デン中学校の平屋 （一部2 階建て）の校舎が目に

入ってきた。その南側に並んでいるのがチャンデ

ン村役場である。

9:20 頃にそのチャンデン村役場に到着した。

Fajar に村長に面談できるか確認してもらう。林

大造は、勤務先の神戸大学防災安全研究所のジャ

ワ地震調査研究で、村役場には以前に何度か訪ね

たことがあり、村長にも面識がある。朝は村人の

相談や手続きの訪問客が多い時間帯で、村長はそ

の応対に忙しそうであったが、その時間を割いて

われわれの聴き取りに応じてくれるとのことで、

早速正面の村長の執務している部屋に入る。とは

いっても、‘ 平屋の役場（36mx8m ）には村長め

執務室の他にはその両側に事務室が大小計10 部

屋あるだけである。

1 。 チ ャ ンデ ン 村村 長Supanto の聴 取

（9 ＝20～9  :45 ）

村長（Lurah ）のSupanto は、現在57 歳で、州

職を定年になった年の2008 年4 月5 日村長に選

出され、就任1 期目である。選出される前は、ジョ

クジャカルタ特別州の職員で、定年直前まで州知

事の議定書の作成や儀礼担当のプロトコルの職務

を担当していた。ちなみに公務員の定年は、一般

職員 は55 歳、教員は校長を頂点とした職名のラ

ンクによって55 ～60 歳、大学教員や研究所研究

員は教授などを頂点どした職名のランクによって

55～65 歳、また現職公務員の研修・教育機関の教

員であるWidyaiswara も職名のランクによって

55～65 歳となっている。

現行の村落行政にかかわる制度は、1999 年の地

方行政法の制定および2004 年の同法一部改正に

よっているが、村長の任期は6 年で、再選は1 回

まで認められている。村長の下で村落行政の職務

に従事 するCanden 村 の役場 職員（Pamong

Desa ）は、村長と15 名の部落長を含めて全部で

32 名（34  名の枠があり、現在2 名の欠員）おり、

表3 に示すようにそれぞれ手当として村の小作地
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を当てた役職田を給されている。

役場の組織は、村長の補佐をする書記の他に5

つの係に分かれている。それぞれの担当者は、書

記（Carik Desa ）はMashudi 、財政（Keuangan ）

はSubagyo 、行政（Pemerintahan ）はSuroso 、開

発（Pembangunan ）はBambang Suryadi 、宗教・

住民福祉 （Agama  ＆Kesejahteraan Rakyat ）は

Badiman （大 卒）、総務（Umum ）（サービ ス

（Pelayanan ）と も書 い てあ っ た）は女 性 の

Sudiriyantini である。 2009年の村の予算総額は

395.000,000 ルピア（Rp ）で、その内容は通常経

費と開発費とで全てを占めている。村単独の原資

として村有田の小作料（Tanah Kas Desa ）が僅か

ながらあるが、予算のほとんどは県からの配分金

である。

1999 年の地方行政法の制定後、旧制度の村落協

議会（LMD : Lembaga  Musyawarah Desa ）に代

わって村落議会（BPD : Badan Perwakilan Desa ）

が置かれることになった。前者の協議員は13 人

であったが、現行の村落議会の議員は9 人となっ

た。新制度で選出された最初の議員である現在の

議員は2002 年2 月の選挙で選出されたもので、

議員の任期は1 期10 年である。議員の被選挙権

者になるには幾つかの要件をみたさなければなら

ないが、たとえば、年齢が60 歳以下、学歴が中学

校卒業以上であることなどもその要件に含 まれ

る。村落議会には事務担当者として村落議会書記

（Kepala Ursan  Tata Usaha BPD ）が置かれ、村落

職員の1 人が専従でこ、れにあたる。村落議会の基

本的な役割は、①村長の政策の承認、条例の制定、

②予算の議決、③村政の監視の3 つである。

村内の住民が参加する各種の組織には、農業振

興や農業技術の改善と普及のための農家グループ

連合（Golongan Kelmpok Tanl ）、人口抑制や家族

福祉向上などのプログラムを実施する婦人会ベー

カ ー カ ー（PKK : Pembinaan Kesejahteraan

Keluarga ）お よび隣組エル・テー（RT:Rukun

Tetangga ）におけるPKK の下位婦人組織のダ
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表3　 チャンデン村村長・村職員の役職田

N0. 名　　前 職　　名 圃場数 面積（ha）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

し19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

Supanto, SE

Mashuci, BA

Suroso

Subagyo

Bambang Suryadi

Badiman（大卒）

Sudiriyantini （女）

Budiyono

Arif Winarto

Saryanto

Rohgiyanto

Sudiyatmi （大卒）

Suharyanto

Nursyamsu

R. Agung Sudarto

Sukarjo

Rohmuji

Ngatman

Sumardiono

Sri Endang Sujati （女）

Saring

Sukardi

Sunaryo （大卒）

Sugiyono

Suhardi （定年）

Subadi

Muslikah （女）

Munadi

Kabono
Tutik Sunarti （女）

Sardi

Samijo

Lastri （女）

村長

書記

行政係

財政係

開発係

宗教・住民福祉係

総務係

Gadungan Kepuh部落長

Gadungan Pasar部落長

Jayan部落長

Wonolopo部落長

Kirin an部落長g

Ngibikan部落長

Banyudono部落長

Suren Kulon部落長

Suren Wetan部落長

Gaten部落長

Beran部落長

Plembutan部落長

Canden部落長

Kralas部落長

Pulokadang部落長
村落議会書記

開発係

行政係

財政係

職員

職員

職員

職員

職員

職員

職員

5
4

2

4

4

3

3

3

2

3

3

2

6

2

5

2

3

2

3

3

5

4

1

4

3

2

2

2

2

2

2

3

3.9775

・　2.5855
2.6480

2.6795

2.5700

2.2000

1.5500

1.0000

1.0000

1.0000

1.0000

1.0000

1.0000

1.0000

1.0000

1.0000

1.0000

1.0000

1.0335

1.3050

1.2700

1.1100

1.0000

1.0000

1.0000

1.0000

0.4000

0.4000

0.4000

0.4000

0.4000

0.4000

合　　　　　　　　計 96 40.3290

(資料) チ ャンデン村役職田用小作地一覧(Rincian Tanah Kas Desa untuk Tanah Lungguh) に

よる。村長は2008年に就任。 2009年時点。

サ・ウ ィスマ （Dasa Wisma ）、 少産少死 のた めの

育 児改善 と母子保 健改善 のためのプ ログ ラ ムを実

施 す る 組 織の ポ ス ヤンド ゥー （Posyandu : Pos

Pelayanan Terpadu ）、近隣地区内 の夜 間防犯警備

の プ ロ グ ラ ム を 実 施 す る 組 織 の シ ス カ ムリ ン
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(Siskamling : Sistim Keamanan Lingkungan) 、若

者の健全育成と社会貢献を推進するための青年組

織のカラン・タルナ(Karang Taruna) 、などのス

ハルト体制の時に作られた組織がいまもある。そ

の他、イスラム教関係のナフダトゥル・ウラマ



（NU : Nahdatul Ulama ） と ム ハ マ デ イ ヤ

（Muhammadiyah ） の 組織 もあ る。 また、 政党組

織 の末端 も村 内に は3 つ ある。 そ れらは、 闘争民

主 党 （PDIP : Partai Democrasi Indonesia

Perjuangan  ）、 国 民 民 主 党 （PDK  : Partai

Demokrasi Kebangsaan ）、 ゴ ル カ ル（Partai

Golkar : Partai Golongan Karya ） の3 党 で、いず

れもイスラ ム系 では ない 政党であ る。

チ ャンデ ン村村 長の聴 き取 りは、村長 が多 忙な

こ ともあ り、 僅かな時 間しかで きなかっ た。 その

ため、村 長 には関係資料 の複写 等をお願い し、村

内全 世帯の住民 台帳の複 写をさせ て もらっ た。こ

の住民 台帳資料 には、世帯 ご とに世帯構成員 全員

の① 世帯番号、 ②個人番 号、③名 前、④性 別、 ⑤

出生県 名、⑥生年 月 日、 ⑦血液型 （ほ とんど記入

な い 、⑧宗 教、⑥ 未既婚別、⑩続柄、⑥学歴、⑩

職業、 ⑩母親名、 ⑩父 親名 、⑩障 害者、 などに関

する 内容が掲載 されてい る。

《同席した調査助手Fajar による上記Canden 村

村長Supanto の聴取メモ》

（1） 村落議会について

BPD （Badan Perwakilan Desa : 村落議会）と

BPD （Badan Permusyawaratan Desa : 村落協議

会）

文化情報学部紀要，第11 巻，2011年

以前は議員数は13 人だったが、旧BPD （村落

議会）から新BPD （村落協議会）に移行した時に

11 人になった。選挙区（Distrik）は、1 選挙区が

3 部落で編成されている。 Canden 村は15 部落

から構成されているので、選挙区は5 つに分かれ

ている。選挙が行われたのは2002 年2 月。任期

（Jabatan ）は10 年。

村落議会の主な役割（機能Fungisi ）は3 つ。

① 条 例 の 制 定（Legislasi  ＆Menyusun

Peraturan Desa ）。② 予 算 の作 成・承 認

十（Anggaran   ）。 ③ 村 政 府 の 監 視

ニ（Pengawasan ）。この機能はBantul 県では

まだ実施されている。

Canden 村の選挙区は、次のように3 部落の組

み合わせによる5 選挙区で編成されている。

1 .　Pulokadang/Karalas/Canden

2.   Plembutan/Beran/Suren Wetan

3 .　Suren Kulon/Banyudono/Ngibikan

4.Kiringan/Wonolopo/Jayan

5 .　Gadungan Kepuh/Gadungan Passar/Gaten

BPD （Badan Perwakilan Desa ）では村落議会

議員は直接 選挙された。しかし、BPD （Badan

Permusyawaratan Desa : 村落協議会）では、今後

各部落が代表者（Wakil ）を選出し、その委員会の

表4　 現村落議会議員と出身部落

1. 議長ketua

2. 副議長wakil ketua

3. 書記sekretaris

4. 議員anggota

5レ議員anggota

6. 議員anggota

7. 議員anggota

8. 議員anggota

9. 議員anggota

10. 議員anggota

11. 議員anggota

Tohayadi

Basar

Sunarjo

Ponijan

Kahno

Totok Subroto

Rajiman

Buchori

Sudaryanto

Sonhaji

Ngidikan部落在住

Gadungan kepok （前は現村長が議員だった）

Canden

Pulo Kadang

Kralas

Plembutan

Suren Wetan

Kiringan

Kiringan

Gadengan Pasar

Husen Yahya　　Seren Kuron

議会書記　KTU BPD (Kepala Tata Usaha BPD : 村落議会活動組織長)Drs.  Sunarjo
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なかで 選ば れてBPD 議 員 になる。

議員 の要件

・年 齢の上 限65 歳 。

・ 社 会 か ら 有 能 者 と み な さ れ て い る 人

（Tokoh yang dianggap oleh masyarakat ）。

・学 歴が 中学校 （SMP ） 卒 以上。

・Pancasila と1945 憲 法 を遵 守するこ と。

BPD 議 員 に は， 県 政 府 か ら の 議 員 手 当

（Tunjangan Kehormatan ） が あ る。

BPD 書 記 はKepala Bagian と 同 等 の 職 位

（Secretariat BPD Setingkat Kepala Bagian ）。

（2）Canden 村 の 開 発 予 算 （Anggaran

Pembangnan ）

村 の 開発 予算 は395,000,000 ルピ ア。予算 の主

な 構 成 は ，経 常 費 使 用 （Penggunaan Belanja

Rutin ） と 開発 費。予算 の年度 は1998 年 度 から1

月 から12 月 の1 年 間に変更 された。

（3） 村の 組織

・農 家 実 行 グ ル ー プ （GAPOKTAN →

Kelompok Tani ）

・婦 人会 （PKK 部 落 ご とに）

・PKK の長:PKK  （Pembinaan  Kesejahteraan

Keluarga ） を動かす人→村長 の妻

゜Posyandu （Pos Pelayanan Terpadu ）

・青 年団 （Karang Taruna ）

（4） 村内 の政党

・PDI-P　　　 ・ Partai Demokrat

・Golkar

2 。 前 チ ャンデ ン 村プ レ ン ブ ータ ン部 落住

民Daridjo の聴 取 （11 : 40～13 : 00）

村長の聴き取りが終わったときに、村長執務室

の前でわれわれの訪問に興味を示した男性がい

た。聞くと、名前をDarijo といい、われわれの調

査対象 部落 の一づ であるプレ ンブー タン部落

（Dukuh Plembutan ）に住んでいたが、2008 年に

同じジュティズ郡（Kecamatan Jetis ）内にある

トゥリムルヨ村（Desa  Trimulyo ）に転居したと
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のこ とであっ た。 Darijo は、 前住地であ るチ ャン

デ ン村役 場 に書類 の申請 のために来た ようであっ

た。現 在は公務員 を定年 になって時 間のゆ とりが

ある ような ので、 われ われのチャンデ ン村 の農村

調査 目的を伝 えると どもに、 できれば訪 ねたい 旨

を伝 える。

役場 での聴 き取 りを続け ることがで きなかっ た

こ とに加 えて、村 のなかで も目当ての インフ ォー

マ ント に会 え なかっ たた め、結局Darijo を 訪 ね

るこ とにし、・ かれの自宅 に向 かう。か れの住 んで

いる トゥリ ムルヨ村 は、ジュ ティス郡内4 ヶ 村 の

一つで、 チ ャンデ ン村 の北 に隣接 する スンブ ラグ

ン（Sumberagung ）村 のさ らに北側に位 置する村

であ る。 か れの家 は、 ジ ョクジャカル タ市 内か ら

出て グヌン キド ル県 （Kabupaten Gunungkidul ）

に 通 じる幹線道路 のイモギリ （Imogiri ）街 道沿い

の交差点 に面してい て分か り易 く、途中で 一回付

近 の住 民 に尋 ねただけで約7  km の 道 の りを走っ

てか れの家 に着 くことがで きた。 かれ もすでに帰

宅してい て、快 く自宅正面 の応接 間兼居 間に迎 え

入 れて くれ11 : 40 ～13 : 00 聴 き取 りをし た。 訪問

が昼 の時間 と重 なったが、 断食 の最中で昼 食時 間

に配慮 する必要が ないので、 かえって有 り難かっ

た。断食 中であ るため、来客 である われわれに も

茶菓 はださ れなかっ た。

Darijo は、 上に記 し た ように2008 年 に チ ャ ン

デ ン村 プレ ンブ ータン部落 から現在のト ゥリ ムル

ヨ村ト ゥラ ンバ ル部落（Dukuh Trambaru ）に 引っ

越して きた。 かれは、1951 年7 月9 日 にスル タン

のハ ムンクブ ヲノ（Hamengkubuwono ）家 の霊廟

があ る イモ ギリ村 で生 ま れ、 現在59 歳 であ る。

地元 の小 学校、中学 校を卒業 し、1969 年7 月 に高

等学校 に入学し、1972 年6 月 に同校 を卒 業し た。

そし て、1975 年12 月 にバ ント ゥル県庁 に就 職し、

県 職員 にな っ た1975 年 か ら1981 年 ま で 郡役 所

（役 所 名 未確 認 ）に 勤務 しぐ つい で1981 年 か ら

1987 年 ま で は ジュ ティ ス郡役 所 の北 東 に隣接 す

るプ レレ ット （Pleret ） 郡 役 所 に勤 務し た。そ し



て、1987 年 に 県 庁 本 庁 の 総 務 課 勤 務 と なっ て

1998 年 ま で 勤務 し、そ の後1998 年 か ら県 庁 の別

な部 署の勤 務 となり2007 年 に定年 を迎 えた。

子 ど もは4 人 であったが、 うち1 人 （男 児） は

生後7 ヶ 月 で死 亡 し、 また娘 は2004 年 の スマ ト

ラ沖 地 震で ア チ エの津波 被害 にあ って29 歳 で死

亡し たた め、現 在 は息子2 人 が健在 である。 また、

こ の間に、1985 年 に イモ ギリ からチ ャンデ ン村プ

レ ンブ ータン部落 に転居し た。 プレ ンブー タン部

落で はRT 第5 組 に所 属し たが、 こ の組では組長

（Kepala ）、書 記（Sekretaris ）、会計（Bendahara ）

の 選 出は、 組の寄 り合 い の席 で役職ご とに組員 が

名前 を書い て投票 して決め ていた。 これらの3 役

の任期 は1 期5 年 であっ た。

Darijo 自 身 は農家 で はないが、農業 に関して か

れ か ら 聴 い た こ と を 示 す と、 農 家 グ ル ー プ

（Kelompok Tani ） は、水利 の作業 と費用 の徴 収、

作付 け種 と肥 料・農薬 の選定な どを行 う。 とくに、

農家 グル ープ は濯 漑水 利組 織OPA  （Organisasi

Pemakai Air ） の 末端 の組織 を兼 ねてい て、そ れ

ぞ れの用水 路の改修、 用水路 から田 圃へ の引水作

業 など も行 う とともに、水利 費の徴収 も行ってい

る。水 利費 は、1 ル バ ン（Luban ＝10 ㎡ ） 当た り

50 ル ピ アであ る。 その他 に、牛 を飼っ ている農家

の グル ープ （Kelompok Sapi ） もあ る。農作 物 の

米 は、仲買 商人（Pedagang ）に 売 るのが一般 的で、

小 さな農 家で は近 所の ワル ン （Warung ） で 売っ

て もらっ たりす る。村 長 は、 地元の製糖 工場 と契

約し て役 職田の ほとん どで サトウ キビ を栽培し て

いる。 田植 えは、家 族の他 に近所の ゴトン ・ロ ヨ

ン （Gotong Royong ） で 行 う。稲 刈 りの際は、 近

隣 の人が稲刈 り作業 にやっ てきて、作業 をし た人

に はその人 が収穫 した稲 の7 分 の1 が 現 物で渡 さ

れる。 バ ント ゥル県 の束 の山同地に広 がる グヌン

キドゥ ル県 は、 カルスト台 地が多 くを占めて耕 地

に恵 ま れないた め、 牛や 山羊 などの家畜 を飼育 す

る農 家が多 い。 グヌン キドゥル県 の牛 を飼っ てい

る 農 家 は、バ ント ゥ ル県 内 の農 家 の稲 刈 りが 終
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わった田圃に来て、牛の餌用に任意で稲藁を集め

て、無償で運び出していく。ただし、乾期作に栽

培されるトウモロコシや落花生は、栽培農家が収

穫後のトウモ白コシの茎や落花生の蔓草を飼料と

して売る。

農家が農地を他の用途に転用するのは、一般に

は家族や身内のものによってである。農家は、基

本的に農地は売らないで、商店や工場には20～30

年の長期間で貸すのが普通である。いま住んでい

る土地は1993 年に宅地として購入したが、その

時の地価は1 ルバン当たり300,000 ルピアであっ

た。それが現在は1 ルバン当たり3,000,000 ルピ

アと10 倍にも値上がりしている。現在のプレン

ブータン部落辺りの宅地地価は、1 ルバン当たり

600,000ルピアである。県内の西南部の地方では

土地の面積を表す単位としてもうひとつ1 ルー

（Ru ＝14㎡）が使われている。また、相続は、農

地も含めて基本的に男も女も1 対1 で相続する。

《同席した調査助手Faiar による上記Daridjo の

聴取メモ》

・稲の収穫労働力は、田の所有者の都合や判断に

より、 もし田の所有者が気に入れば収穫労働力

に認められる。それは、収穫時期になる前の仕

事から調べられた。

・グヌンキドゥルからの収穫労働力の多数は、ま

ず家畜の餌のための稲藁を得たいがためであ

る。　　　　犬

・収穫された米は落とされ( 脱穀され)、束ねられ

た稲藁はトラックに積まれる。

・1 グループは普通8 ～10 人である。

・トウモロコシか落花生の収穫のために収穫労働

力として来た人も収穫の手伝いを除いて、ニトウ

モロコシや落花生の茎や蔓を得るためにはその

代金を支払う。価格は土地の所有者との交渉次

第である。　　　　　　　　　　　　　 … ………

・土地の貸借期間は工場の利益のために20 ～30

年である。



黒 柳晴夫／ジャワ農村 の地方自治 に関する調査ノート

・自分が住んでいる土地の1 ルバンの価格は

300,000ルピア以上。 1993年に購入した。

・相続は、男はSepikul、女はSegendong 。

3 。プ レンブ ータン部落とRT 第

1 組の組織
－2009 年8 月30 日 （日）（晴れ卜 の聴取－

今 日の同行者 は、人 口政策研 究所の アルバイ ト

調査 員で 女性 のVina と、 昨 日 から婚約 者 の父 親

の見舞 いに ジャカ ルタに行っ たFaiar の 代 わ りを

務め るDwi Yantoro で あ る。 Vina とDwi は と も

に地理 学部の卒業 生で、 人口政 策研 究所 のアルバ

イト調査 員を している。

9:00 少 し 前 に 宿 泊 先 のGadjah Mada

University Club （GMUC ） を 出発し、最初 にバ ン

ト ゥル県 庁舎 のある県 の中心 に向 かうバ ント ゥル

道路 を通って セヲ ン郡 （Kecamatan Sewon ）プ ン

ド ヲハ ルジ ョ村（Desa Pendwoharjo ）に 向かっ た。

バ ントゥル道路 は、チ ャンデ ン村 に行 く時 に利用

するParangtritis 道 路 が王宮 の東側 を南 に向か う

道路で あるの に対 して、 これ と平 行して王宮 の西

側 を通 って南 に向かう 道路で、 ジョクジ ャカル タ

か らインド洋沿い に西 に向か う幹 線道路で ある。

GMUC か ら約12 km の 道 程 で、最 初に 訪問 す る

プ ンド ヲハ ル ジ ョ村 バ ンド ゥ ン部 落 （Dukuh

Bandung ） に 住 むHartant の 家 に着 ぐ。こ こは、

バ ン ト ゥル県 庁 のあ るバ ン ト ゥル 町 の手 前 にあ

り、王宮 か ら7  km 程 の ところ に位置し てい るレ

バ ンドン部落 は、1984 年 以 来黒柳 が通い 続け て

い る部 落 のひ とつ であ る。 Hartant は1967 年 に

こ の部 落で生 まれ育ち、 父は中学 校教員 を勤め て

いた兼業 農家であ うた。 かれ は、 長男 で下 に弟 と

妹かお り、ガ ジャマ ダ大 学社会政 治科学 部の卒業

生で、ト41歳 になる。黒柳 がこ の部落に住 んで参与

調査 を した1989 年 に は、 か れは社 会政 治科 学 部

に入学 した年で、 黒柳 のよ き調査協力 者 のひ とり

で、資 料 作 り や部 落 地 図作 りな ど大 変 お 世話 に
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なった。当時、かれは部落の青年団長を務めると

ともに、村の連合青年団の役員にも就いていて、

学業と両立させていた。現在、かれはイスラム宗

教組織のムハマディヤがジョクジャカルタ市内に

経営する幼稚園のひとつに管理職として勤務して

おり、2 歳下の妻も同組織の経営する高等学校の

教員として勤務している。5 年ほど前に、両親の

家の北側にある親の田圃の一角を埋め立てて新居

を建て、そこに妻と2 人の子どもと住んでいる。

父はすでに定年になっているが、両親は健在で、

そこには弟と妹が一緒に住んでいる。そのかれの

家に、今日は日曜日で午前中は在宅しているとの

ことであったので、26 日（水）の夕方に聴き取り

で伺った際に頼んでおいた部落の世帯の移動に関

する資料をとりに伺ったのである。 20分ほどで

用件を済ませ、バンドゥン部落から南東に約8

km の道程を行ったところにある今日の主要訪問

先のチャンデン村プレンブータン部落に向かう。

1 。 プ レ ン ブダー タ ン 部 落RT ・第1 組 長

Sudarmaji 宅 での聴 取 （10 : 30－13 : 00）

最初のインフォーマント として予定してい た

RT 第1 組 の組長（Ketua Rukun Tetangga ）

Sudarmaji の家に10 : 30 に到着した。かれは

1943 年生まれの66 歳で、現在は恩給生活者であ

るので、予想通り在宅していて、早速われわれは

部屋の左側にソファーと椅子が置かれた居間兼客

間に迎え入れられた。日曜日で仕事に出ないため

か、玄関脇のテラスではダサ・ウィスマのアリサ

ン（Arisan ）を終えたあとも6 ～7 名の女性が

残ってお喋りをしていた。アリサンはさしずめ日

本の頼母子講のようなものである。従って、質問

に答えてくれたのはSudarmaii 夫婦 の他に居合

わせたダサ・ウィスマのアリサンのあとに残って

いた女性たちである。そこで、最初に女性の参加

する婦人会組織について尋ねた。

困　 プレンブータン部落の婦人会PKK

3 役は、会長（Ketua ）、書記（Sekretaris）、そ



れと会計 （Bendahara ） で ある。会 長は部 落長の

妻が就任 する ことに なっ てい て、 書記 と会 計は選

出さ れ、 任期 は3 年 で 再選 は問わない。活動 領域

は5 つ の分科会、 す なわち①会員 の相互 親睦分科

会 （Seksi Hubungan Musyawarah : Humas ）、 ②

保健衛 生分科 会 （Seksi Kesehatan ）、 ③教育 分科

会 （Seksi Pendidikan ）、 ④ 農 業 分 科 会 （Seksi

Pertanian ）、 そして⑤ 女性 のエ ンパ ワーメ ント分

科会 （Seksi Pemberdayaan Perempuan ） に 分か

れてい る。毎月6 日 に会 長の家、 すな わち部落長

（部落長 はSumardiyono で 、1967 年3 月16 日 生

ま れ の42 歳 、 高 卒。婦 人 会 長 の 妻Endang

Sulastri は1968 年7 月16 日 生 まれの41 歳で 、大

卒のビ ジネス ウーマ ンWirausaha 。） の家 で14 :

00 か ら2 時 間前 後の集会 が開 かれる。

毎月 の集会で必 ず行 われる行事 は、 アリ サンと

シこぐパ ン・ピ ンジャ ムづSimpan Pinjam ） で ある6

プ レ ンブ ータン部 落の総世 帯数 と総 人口は、2006

年5 月 の中部地震 直後の6 月 初 めにまとめ られた

世帯調 査票 に よれば275 世 帯 、790 人 で ある が、

アリ サ ンとシンパ ン・ピ ンジャ ムに参加してい る

のはそ れぞれ約100 名 で あ るよ もちろん、そ のほ

とん どの人 は両方 に参加し ている人 である。 アリ

サンは、毎 回集会 の時 に各 人が5.000 ル ピ アずつ

持 ち寄 り、 その金 をその時 に自分 の番号を引 き当

てた2 人 が受 け取 る。 参加者 は、す でに番号が 当

たっ て金 を受 け取っ ている 人 も含 めて、必ず毎 回

こ の5,000 ル ピ ア の額を持 ち寄 らなければな らな

い。 各 人 はあ ら か じ め 自分 の 決 めら れ た番 号 を

持っ てい て、 参加者全 員の番 号を書い た紙片が入

れら れた箱 から毎 回2 枚 ずつ 番号札 が外 に引 き出

され、そ の番号の2 人 がそ の日の金 を受け取 る。

1 回 に1 人 が受け取 る金額 は約250.000 ル ピ アで

あ る。箱 に入れら れた番号札 の紙片 が全部引 き出

さ れた とこ ろで、全員 が1 回 お金 を受 け取 り一 巡

す るのであ る。

他 方、 シンパン ・ピ ンジ ャムは、参 加者が1 口

5,000 ル ピ アで金 を持 ち寄 り、そ の出資 金を原 資
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とし てお 金を必要 としてい る人に有利子 で貸し付

ける のであ る。シ ンパ ン ・ピ ンジャ ムの原資の調

達方法 にはいろいろあ るが、 ここの場合 は参加者

が直接 出資する方法 をとっ てい る。1 回 に借り ら

れる期 間は5 ヶ 月で、利 子は10 ％ であ る。 借りた

人 は、返済 する時 に元本 に10 ％ の利子 を付 けて返

すのであ る。 母親 たちが、 自分 の判断で 出資をし

た り借金 をした りす るのであ るが、そ のうち金を

借 りる主 な理由は2 つ である。 すな わち、 ①子 ど

もの教育 費、 具体的 には子 どもの通学 に必要な制

服や体操服、鞄 や文房具 などの購入 に充 てる費用、

そ れと②参加 者自身 の仕 事 に必 要なささや かな運

転資金、た どえ ば市場（Pasar ）に 出店し たり行商

をした りし て日銭 を稼い でい る女性が少 なくない

が、彼女 たちが商品や 材料を調 達する資金 を借り

る場合であ る。こ れらの経理 の事 務は、婦人 会の

会計係が担 当してい る。 なお、 出資者へは 配当が

行 われるが、 その内容 や方法 につい ては 未確 認で

あ る。

（2 ） プレ ンブ ータン部 落のポ スヤン ドウー

プ レ ンブ ー タ ン部 落 の ポ ス ヤ ンド ゥ ー（Pos

Pelayanan Terpadu : Posyandu ） は、RT 第3 、

4 、5 組 で構 成さ れる バラ1    （Mawar 1 ） と、RT

第1 、2 組 で構 成さ れるバラ2    （Mawar 2 ） の2

つ の組織 に分か れて活動 してい るレ 活動 自体 は両

者 と も同じ ように行っ ているが、 比較的部 落が大

きいため活動 の拠点 となるポス トを2 箇 所 に分け

ているのであ る。こ のボラ ンティア活動 に参加し

てい る人 は、婦 人 会参 加者 の 半分 ぐ らい の約50

人 である6 こ のうち、バ ラ1 とバ ラ2 の 参加 者の

なかからそれ ぞれ5 人 が、地域保 険セ ンターのプ

ス ク ス マ ス （Puskesmas : Pusat Kesehatan

Masyarakat ） な どでこ の活動 の ための研 修 を受

けてい る。研 修 は、 この 他 にも州保 健局 （Dinas

Kesehatan ） や 、＼たとえ ばJICA な ど の支援 を受

け たNGO の プ ロ グラ ムに よっ て も行 わ れて お

り

習

さらに大学生の必修となっている農村滞在実

（KKN : Kuliah Kerja Nyata ）の際の学生との



黒柳晴夫／ ジャワ農村の地方 自治に関する調査 ノート

話し合いなども利用されている。これらの研修を

受けた人はカデール(Kader) と呼ばれている。

ボランティア活動は毎月8 日に行われ、上記のボ

ランティアの女性たちが、バラ1 とバラ2 の活動

のサービス拠点になる家で、それぞれの地区内か

ら親などに連れられて検診に集まって くる5 歳ま

での子どもたちの体重、身長、頭囲、上腕の太さ

などを測定し、その結果をいわば母子手帳のよう

な 子 ど もの個 人 カ ードKMS  (Kartu Menuju

Sehat) に記入していく。その後で、女性たちが

子どもの健康や栄養を考慮七て用意したご飯、野

菜、魚肉、牛乳、果物などを子どもたちに食べさ

せる に のために必要な経費の出所等については

未確認)。

家族計画の普及のためり奉仕活動(Pelayanan

Keluarga Berencana) もしている。その主な活動

は、①家族計画(KB : Keluarga Berencana) 、②

5 歳児までの乳幼児の健康(Kesehatan Balita :

Kesehatan bawah Lima Tahun) 、③妊婦の健康

(Kesehatan Ibu Hamil) 、④60 歳以上の高齢者の

健康、に関する支援活動などである。避妊のため

に最も利用されているのは女性が使用するピルと

IUD で、それに比べてコンドームの利用は非常に

少ない。

地域保健センターのプスクスマス(Puskesmas:

Pusat Kesehatan Masyarakat) は、4 ケ村からな

るジュティス郡内にはジュティス1 とジュティス

2 をはじめ全部で5 箇所ある。そのうちの一うは

チャンデン村にあり、ここには女性の小児科医師、

看護士(Perawat) 、それと助産婦(Bidan) が常駐

している。

2006 年5 月27 日の朝7 時54 分( 現地時間) に

発生した中部ジャワ地震によって、バントゥル県

内で は4,143 人 が死 亡し、71,763 戸 が全壊、

71,372 戸が半壊して未曾有の被害を受けた。こ

の時チャンデン村では251 人が死亡し、3,008 戸

が全壊、116 戸が半壊してゝ　∧ジュティス郡内4 ケ

村のなかで最も被害の割合が大きかった。この大
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地震被災後に、ポスヤンドゥーは社会的弱者であ

る高齢者と乳幼児を主な対象とした救済・支援活

動にかかわった。まず、被災で体調を崩す人が多

出し、その人たちに服用薬等の円滑な支給と使用

方を周知するために村落薬剤センター（POD :

Pos Obat Desa ）が設置され、その支援活動をした。

また、高齢者につい ては、緊急 支援団体YEU

（Yayasan.Emergency Unit ）の資金援助を受 け

て、2006 年9 月から翌年の9 月まで1 年間にわ

たって、60 歳以上の老人を対象に1 人当たり計

4,000 ルピアの現金の給付と牛乳とパンの配給を

した。さらに、多くの被災者が住環境のよくない

テントやシェルター生活をしていたうえに、親た

ちが災害復旧に追われていたために、3 歳以下の

乳幼児を対象に、部落長の家で週3 回託児所を開

いた。託児は朝の8 時から10 時までの2 時間で、

カデールがこれにあたった。

（3） プレンブータン部落RT 第1 組のダサ・ウィ

スマ

RT 第1 組は、プレンブータン部落のなかで最

も一世帯数が多い組で、合計78 世帯、人口215 人で

ある（前掲表2 参照）。しかし、Sudarmaji 組長の

奥さんの話では、世帯数は63 世帯で、ダサ・ウィ

スマに参加している女性はほぼ50 人とのことで

ある。ダサ・ウィスマぱい わば部落婦人会のRT

単位の下部組織を兼ねているが、RT 第1 組のダ

サ・ウィスマは、世帯数が多いために2 つに分け

て 組 織 さ れて い て、そ れぞ れ に 影絵 ワ ヤ ン

（Wayang ）からとった名前が付けられている。毎

週日曜日の午前にダサ・ウィスマの集まりがもた

れるが、最も日常化した活動はアリサンである。

ここでは、アリサンの際に各自が持ち寄る金額は

3,000 ルピアである。

（4） プレンブータン部落RT 第1 組青年団

プレンブータンRT 第1 組の青年団 （Karang

Taruna ）は、部落青年団の下部組織となってもい

る が、PMBTS  （Persatuan Muda-Mudi Bakti

Taruna Seraten スラテン地区男女青年奉仕団体）



と呼ばれている。 Seraten はRT 第1 組とRT 第

2 組 が あ る 地 区 の 古 く か ら の カ ン ポ ン

（Kampung ）の名前である、三役の会長、書記、

会計が決められており、その他に部会としては①

会 員 の 相 互 親 睦 分 科 会（Seksi Hubungan

Musyawarah : Humas ）と、②ボート漕ぎ競争部

会 （Olahraga Dayung ）がある。毎年バントゥル

県記念 日の7 月12 日とインドネシア独立記念日

の8 月17 日の2 回、隣のRT 第2 組と近くのオ

パック川の堰にできたダム湖で手漕ぎ船競争をす

る行事が行 われており、後者の部会はその活動を

するためのものである。

青年団の重要な活動に、Sinoman  （相互扶助）

と呼ばれる結婚式と葬式の時の来客接待などの手

伝いがあり、その時には必ず青年団で決めたユニ

フォームを着用する。結婚式の時は、男女とも上

は赤の長袖バティックシャツ、下は男子は黒のズ

ボン、女子は黒のスカートを着る。また、葬式の

時は、男子は上は黒のT シャツ、下は黒のズボン

を着用することになっているが、女子は赤色等の

派手な色合いのものでなければ自由である。

もう一つ青年団のルーティーン化している活動

に、各世帯からの電気料金の徴収がある。この地

区の家々が農村電化プログラムによって電気を引

くようになったのは、1990 年代初期の頃である。

電気料金の徴収は、インドネシア電力会社（PLN:

Perusahaan Listrik Negara ）から電気料金徴収作

業の委託を受けて、ジュティス郡村 落協同組合

（KUD : Koperasi Unit Desa ）が電気使用量の検針

作業を行って各世帯の料金表を作成し、これをも

とに青年団が毎月17 日に各戸を回ってその月の

電気料金を徴収するのである。この辺では、1 世

帯の1 ヶ月平均電気使用料金は約30,000 ルピア

であ る。青年団は、この徴収作業で、KUD から

1 世帯当たり1,000 ルピアの還付金を受け、これ

を団の活動資金の大きな原資にしている。その他

に、毎週日曜日の朝に空手（Silat）の練習をして

いる。
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まだ聴きたいこと、もっと厳密に内容を確認し

たいことなど多々あったが、すでに2 時間半を超

えて聴き取りに応じてくれた人たちにも迷惑をか

けるので、聴き取りを終了する。そこで、RT 第

1 組長Sudarmaji 宅から250 m ほ ど離れた西隣

のRT 第2 組の組長宅を訪 ねる。すでに13 : 00

を回っていたが、組長のSubagyohadi が在宅し

ていたので、早速インタビューをさせてもらった。

2 。 プ レ ン ブ ー タ ン 部 落RT 第2 組 長

Subagyohadi の聴 き取 り(13 : 10 ～14 :

10)

RT 第2 組長のSubagyohadi は、1968 年5 月

30 日生まれの41 歳で、専業農家である。かれは、

また1997 年からプレンブータン部落第1 農家グ

ループ長(Ketua Kelompok Tani) を兼職してい

る。

(1) プレンブータン部落第1 農家グループ

プレンブータン部落には農家グループが2 つ組

織されていて、第1 農家グループはかつてのカン

ポン・スラテン(Kampung Seraten) にあるRT

第1 、2 組の農家 が、また第2 農家 グループ は

RT 第3 √4 、5 組の農家が参加している。・農家

グループの組織は1950 年頃に作られた。このう

ち、Subagyohadi がグループ長をしている第1 農

家グループには40 人が参加し、3 役には、長は

Subagyohadi  (高卒の41 歳)、書記はGiyarta  (高

卒の45 歳)、会計はMusiran  (小卒の49 歳) がそ

れぞれ選ばれている。3 役がRT 第2 組から選ば

れているのは、RT 第2 組は農地を所有している

自作農家が多いことと関係していると思われる。

役員の任期はL 期5 年で、再任の制限はない。3

役の選出は、総会の席で立候補者のなかから3 役

選出支持の挙手が多 かった順に長、書記、会計が

選出される。 Subagyohadi は現在3 期目の長に

就いている。会合は、兄の家の集会所(Pendopo)

を利用して、西洋暦の7 曜とジャワ暦の5 曜を組

み合 わせて35 日ごとに開催される。
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（2） 農業生産

1 年間の農業生産のパターンは、米を8 月末～

12 月 と1 月～4 月 の 間 で2 作、乾 期 作 の

Palawija を5 月～8 月の間で1 作するのが一般

的なパターンである。この地区は、潅漑用水源の

オパック川に面していて水利に恵まれ、稲作中心

の農業である。整然 と短冊形に整地された田圃

は、1 枚が1,200  m' の面積が基本形 となってい

た。潅漑用水路から細い水路が田圃の間に延びて

いて、それぞれの田圃に引水できるように基盤整

備されている。

作付けされている稲種は、Cisadane 、Cihera 等

もあるが、一番作付けされているのはIR64 であ

る。 IR64 は、no ～115 日ぐらいの日数で収穫で

きるうえ、稲の幹が丈夫である。収量は、10 m2

当たり精米（Beras ）で4kg 、すなわち10 アール

当たり400 kg である。農家からの売値は、精米

で1kg 当たり4.750 ルピアぐらいである。また、

農家からの米の買い取り価格が、籾米1kg 当た

り仲買人（Tengkelak ）が1,800 ルピアであるの

に対して、村落協同組合（KUD ； Koperasi Unit

Desa ）が1,200 ルピアであるため、農家が籾米で

売る場合はほとんど仲買人に売り渡す。農家は、

精米や籾米を売る他に、籾殻も稲藁も売る。稲藁

の売値は、ト ラック1 台当たり50,000 ルピア～

100,000 ルピアぐらいであ。る。グヌンキドル県の

牛の飼育農家には、牛の飼料に稲藁をトラック1

台当たり150,000 ルピア、収穫後のトウモロコシ

の茎を1 束（10 本卜5,000 ルピアで売る。

乾期作のPalawija は、これまではトウモロコ

シ（Jagung ）、大豆（Kacang Kedelai ）、落花生

（Kacang  Tanah ）が最 も一般的 な作物であった

が、最近は野菜など商品性の高い作物を導入する

農家が増えている。たとえば、田圃の周囲に一定

の幅で野菜を作付けし、中央に背丈の長いトウモ

ロコシを作付けするとか、田圃の真ん中に境を作

り、引水用の水路のある上の側に野菜を作付けし、

反対の下の側にトウモロ コシなどのPalawija を
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作付けする。 Subagyohadi グループ長の家では、

近年高く売れる（4,000 ルピア/kg ）メロンの作付

けをしている。　1年間の作付け順序は、まず9 月

～12 月に稲を1 作し、その後田の土を畝上げして

畝の間を掘り下げて水はけをよくし、1 月～8 月

の間に畝の上でメロンを2 回作付けし、さらにト

マトを1 作し、そして稲作に戻るのである。かれ

の ところの経営面積 は3,000  m' で、うち1.000

㎡ が自作地、2,000  m' が小作地である。かれは、

このメロン栽培を2.000 m2 の田圃で行っており、

畝挙げ作業や、メロンなどの栽培管理には手間が

かかるので、日当30,000 ルピアで1 人を雇って

いる。メロンなどの農産物は、自分でジョクジャ

カルタ市の北にあるGanping 青果市場に持って

行って売る。

水利費は、10 m2 当たり25 ルピア／年である。

すなわち10  a当たりの水利費は年額2,500 ルピ

アになるが、2006 年 の地震被災後、この農家 グ

ループでは水利費の支払いを免除されている。こ

の部落から離れたところの田を耕作してい る人

は、そこの分の水利費は払っている。

すでに1 時間をオーバーしたため、農業につい

て別な機会に話を伺い に再訪したい旨を伝え、

14 : 10 過ぎにインタビューを切り上げて帰路に就

いた。

4 。チャンデン村の行政組織

―2010年8 月27 日（金）（晴れ）聴取－

チャンデン村村長Supanto と書記Mashuci の

聴取 （10 :’ 30～11 : 30）

LPMD  （Lembaga Pemberdayaan Masyarakat

Desa 村民権限付与委員会）は各15 部落の有名人

（名望家）（Tokoh Masyarakat ）から選ばれる。

委員は全部で22 人。

現在のBP ・D の議員 は2012 年 まで機能する。

議員 の選挙はそ れぞれの13 選挙区で行われ、第

1 回め選挙は2002 年12 月に実施された。議長は



最も声が多 かった人が選ばれる。近年あった

BPD の選挙のやり方の変更に従っており、その

新しいやり方は、部落から村へ代表を申請する

（menurut perda terbaru ada pergantian

mekanism pemilihan BPD, yaitu pengajuan

perwakilan dari pedukuhan ke desa） o

5 。プレンブータン部落第1 組
－2010 年8 月28 日（土）（晴れ）聴取－

プレンブータン部落RT 第1 組長Sudarmaii 宅

で組長夫婦の聴取（9:30 ～11 :30）

第1 組長宅の裏で、水冷発動機をエンジンにし

た3 輪トラックの精米機で精米をしていた業者に

聴取。料金は、籾（Gabah ）1kg の精米代が200

ルピア。100 kg の籾を精米すると60 kg の精米

（Beras）になり、精米代は20,000 ルピアになる。

籾1kg を精米すると600 g （6on ）に減り、40%

が籾。農家が売り渡す米の価格は1kg 当たり

5,000 ルピア。

・屋敷地Pekarangan はだいたい家のある土地。

Kebun は家から離れたところにある所有地で、普

通は固く締った土地の園地（農園）。

・裏にあるKebun 100 m^ の面積の収穫について。

このKebun  （Pekarangan）は夫の相続分で、自分

の相続したPekarangan は、同じ郡内の別の村に

あり、面積は夫の2 倍ある。裏のKubun には楯

子（Kelapa）が2 本、バナナ（Pisan）が10 本、マ

ンゴー（Mangga ）が2 本ある。 Kelapaは実が付

いてから1 月で黄色になり、収穫できる。1 個

1,000 ルピアでWarung で売るが、ほとんどは自

家消費する・・。1 本で最高年に100 個ぐらい採れ

る。いまは、自家消費のためにKelapa の油を自

宅では作らない。手間がかかるから、現在、食用

油は全て購入している。

園地の収穫物が時々売られて、自分の利益（必

要）のために使われる。1 年の収穫は、梅子200

個で、1 個の値段は1,000 ルピア。 Warung に売
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られる。野菜 の調理や魚あ るい は肉料 理に必要 な

もの。

バ ナナは、そ のまま食べ たり、揚 げたり される。

バ ナナの種類 は、Pisang Kapok 、Pisang Ambon

等 が あ る。バ ナナ の販売 価 格 は1 kg 2,000 ル ピ

アで、 まだ熟 さない うち に売 られる。成 熟した場

合 の価 格は1 房10,000 ル ピ アであ る。

・一般 に屋敷 の作物 は、マ ンゴー、 ランブ ー タン

（Rambutan ）、 ムリ ンジョ （Melinjo ）、Munggur

（ 木 の 名 前）、パ パ イ ヤ等。 以 前、村 で は各 戸 の

Pekarangan に4 種 類 の果樹 を植え るよう に奨励

し、苗 木や種子 などを配っ て援 助した。村 からの

苗木 ・種 子の援助 は、1 世 帯あ たり4 種 類 の作物

まで受 けら れた が、全 部は受 けられ なかっ た。村

の奨励種 は、梅子、 マンゴ ー、 ランブ ータン、 ム

リ ンジョで、収入 の多 様化 をはかるた め。福 子の

木 はすでに古 くなっ て実を付 けなくな れば切り倒

さ れ、 幹は家造 りの材 料 に使 われる。バ ナナの本

は実 がなる とそ のあ と根元 から切り倒 す。切 った

幹か ら若木が生 えてきて、1 年 以 上か かっ て成長

す・る。バ ナ ナ は房 が着 くと約4 ヶ・丹で 黄色 くな

り、収穫 で きる ようになる。敷 地内の本 で家 の建

築材 に向くの はシャディ （Jati）（チ ークの本）で

ある。

・組 長 宅 は 田 を 所 有 し て い な い 。村 役 場 の

Keamanan 係 のSuroso の 役 職田 から、300 ル バ

ン と400 ル バ ンの田2 枚 を借 り、Maro 小 作 をし

てい る。収穫 し た籾米 をSuroso と 半 分 ずつ 分け

る。 自分はその なかから種籾代、肥 料代、農薬代 、

手 間代 を負 担す る。 400 ル バ ンの方 の田 はその ま

ま 田 でPedagan に 売 る。 そ・の 代 金 収 入 は

5,000,000ルピアで、Suroso と折半する。　1ルバ

ン＝10 m 。̂ Tanah Kas Desa の小作料は、100 ル

バンで年額500,000 ルピア。

・組長宅の南隣のSurepno はジョクジャカルタ国

立大学（UNY ：Universitas Negri Yogyakarta 、旧

IKIP Yogyakarta ）に勤務し、専攻は法学。自宅

の池で淡水魚のGurame を飼って、収入の足しに
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し て い る 。Gurame は1 年 で4 オ ン（Ion  = 100 g ）

に 成 長 、1 年 で 売 る 。 売 値 は1kg 当 た り100,000

ル ピ ア 。 餌 代 は1kg 当 た り7,500 ル ピ ア で あ る 。

・ 一 般 の 手 間 賃 は 、1 日 当 た り （8:00 ～15 : 00 ）

大 工 （Tukang Kayu ） が40,000 ～50,000 ル ピ ア 、

石 工 （Tukang Batu ） が35,000 ～40,000  ル ピ ア 、

材 料 運 び （Laten Tukang ? ） は25,000 ～30,000

ル ピ ア 。 ま た 、 農 業 労 働 者 （Buruh Tani ） は1 日

賃iた り （8  ：00 ～11  : 00 と13 ＝00～16 ＝00)  20,000

ル ピ ア 。

・Canden 村 は 、Desa Suren Wetan （Suren は ド

リ ア ン の 木 、Wetan は 束 の 意 ） とDesa  Pulo

Kadang  （Pulo は 島 、Kadang は 親 類 の 意 ） が 統 合

し て で き た 。

゜Posyandu （Pos Pelayanan Terpadu ） のKader

の 職 務 は5 つ の サ ー ビ ス に 分 か れ て い る 。

①Pendaftaran 登 録 ・ 申 し 込 み

ト ②Penimbangan 計 量 ・ 測 定

③Penyuluhan 診 察 ・ 相 談

④Pengobatan 施 薬 ・ 調 薬

⑤Pemberian Makanan Tambahan 食 べ 物 の

補 給

Kader はPKK の 会 員 の な か か ら 選 ば れ る 。

Kader　 は　Puskesmas  （Pusat Kesehatan

Masyarakat ） か ら 診 察 情 報 を 与 え ら れ る 。 プ レ

ン ブ ー タ ン 部 落 の ポ ス ヤ ン ド ゥ ー （Pos

Pelayanan  Terpadu : Posya 姐u ） の2 つ の 組 の う

ち 、RT 第1 、2 組 で 構 成 さ れ る バ ラ2    （Mawar

2） に はKader が 合 計6 人 い る 。

Posyandu Lansia  =  Posyandu Lanjut Usia : 高

齢 者 の ポ ス ヤ ン ド ヴ ー 。

6 。プレンブータン部落の組織

－2010 年8 月29 日（日）（晴れ）聴取－

プレンブータン部落RT 第1 組長Sudarmajl 宅

での聴取（9:30 ～11 : 30）

・田の草取りは、Gosrokを使って行う。田植え後
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1 週 間 で1 回 目、20 日 目 で2 回 目の田の草取 りを

し、そ の間 に1 回 施肥 を する。 Buruh Tani の1

日 当た り （7:00 ～11 : 00 と13 : 00 ～16 : 00 ） の

労賃は女20,000 ～ 男30,000 ル ピ ア。　　・　
¶　　 I

・RW は な くなったがRT は その ままで、現在 も

5 つ のRT で あ る。部 落におけ るRT の 再編 はそ

れぞれの裁量 に任さ れている。

・ Siskamling に つ い て

RTl とRT2 のPos Kamling の 場 所 は一緒で、

その夜 の宿 番の家 に集 まる。宿番 の家は順番 に担

当。両組 で 一晩 に10 ～20 人 集 ま る。 その夜 の 当

番 の人 は、夜 の8 時 過 ぎ頃に各戸 から金を集め て

宿 番の家 に集ま り、21 : 00～24 : 00 頃 ま で詰める。

宿 番の家 では、飲 み物 や茶 とス ナックなどの菓子

を用意す る。 その費用 は当番 の家 で負担し、そ の

額は一晩 で50,000 ～100,000 ルピ アぐらい。宿番

の家に集 まる と、①集 めて きた金を家ご とに金 額

を記入。各戸1 晩100 ル ピ アで、1 月3,500 ル ピ

ア。こ の金 がSimpan Pinjam の 原 資 に なる。②

本来な ら夜 警に回る が、 その まま雑談で過ごす こ

と も多 い。 ③ そ の夜 の 当 番 の グ ル ー プ ご と に

Arisan を 行 う。額 は5,000 ル ピ ア。④Simpan

Pinjam を行 いミ1 回 に最高20,000 ル ピ ア まで借

りるこ とが で き、必ず3 週 間以 内に返し、同じ 人

が続けて は借 りられない 。

・ Posyandu につ いて

Chandlen 村 に は 全 部 で15 部 落 が あ り、

Plembutan 部 落 は5 つ の 組 に 分 か れ てい る。

Plembutan 部 落 のPosyandu は2 つ の組織 に分 か

れ、1 ～2 組 と3 ～5 組 で各 組 織 さ れてい る。

Kader は 、1 ～2 組 のPosyandu は6 人 √3 ～5

組 のPosyandu は7 人 で、全 部 で13 人 い る。

Posyandu の役 割は①Pendaftaran Anak  Kecil 登

録 ・申 し込 み、 ②Penimbangan 計 量 ・測定、 ③

Penyuluhan 診 察 ・相談、④Pengobatan 施 薬 ・調

薬、⑤Pemberian Makanan Tambahan 食 べ 物 の

補給。 Kutua Posyandu が 、PKK の 会 員か ら選ん

でPuskesmas で 研 修 （Penataran ） を受け させ て



Puskesmas へKader を推薦する。ジャワ地震前

までは皆が寄付金Iuran として500 ルピアを持ち

寄って費用に充てていたが、地震後はPuskesmas

が費用を負担している。 Puskesmas からの費用

は年間300,000 ルピア。 Posyandu の活動の日は

毎月8 日で、8 : 00～13 : 00 の間に組長の家で体

重・頭の周囲・腕の周囲・身長の測定を行い、ご

飯、砂糖、Tempe 、卵、果物などを子どもに食べ

させる。

・ Paket A とKelompok Pencapir について

場所は村役場で行われるが、村では地震以降は

学校外教育のPaket A 、B とも受けている人がい

ない。いまはテレビ、ラジオ、新聞などの視聴学

習グループKelompok Pendengar 、Pembaca dan

Pemirsa はなく、Kelompok Petani になっている。

7 。チャンデン村の行政組織およ

び各種組織

－2010 年8 月30 日 （月）（晴れ）聴取－

チャンデン村村長Supanto と行政係長Suroso

の聴取（9:  10～10 : 30）

村長Lurah と部落長Kepala Dukuh は当該住

民の直接選挙で選出され、村落協議会BPD の承

認を要し、県Kabupaten に推薦する。

もし、村役人に欠員が出たら、村政府は県に知

らせ、県は候補に参加する人の一覧表を用意し、

村で村役人候補者の一覧をつくる。職員の候補者

は、村長が部落長と相談して選考し、村落協議会

の承認を得て県に推薦する。県で筆記試験が行わ

れ、成績が同じ場合には、村長に判断をしてもら

う。県から村職員に辞令が交付される。

村 役 人 の う ち、C arik は 国 家 公 務 員PNS

（Pengawai Negri Sipil ）で、県が直接選考して任

命する。 Carik を含め村職員は定年が60 歳であ

る。村長を入れて村の職員（Karyawan Desa ）は

32 人である。定年になると、役職田づLungguh ）

の1/5 を本人が死亡あるいは辞退するまで利用で
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き る 。 村 長 選 出 は25 歳 、 村 役 人 就 任 は21 歳 以 上

で あ る レ

RW の 制 度 は 廃 止 さ れ た が 、RT は 従 来 の 部 落

と 数 に 変 更 な く 全 部 で76 RT で あ る 。

Canden 村 は 、1946 年 にKrakas 、Suren 、

Gadunngan の 旧3 村 が 合 併 し て で き た 。 初 代 村

長 はDarrnOredjo （1946 ～88 ）、 第2 代 村 長 は

MujiIan （I989 ～98 ）、 第3 代 柱 長 はH.S.Parjo ，

BA （I998 ～2OO7 ）、 第4 代 の 現 村 長 はSupanto ，

SE （2OO8 ～I4 ） で あ るo 現 在 の 行 政 係 長

（Pemerintahan ） のSuroSo は 初 代 村 長

Darmoredjo の6 男 で 、I97O か ら 村 職 員 と な つ たo

現 在 の 書 記Carik のMaShudi や

8 。チャンデン村の行政組織
－2010 年8 月31 日 （火）（晴れ）聴取－

チャンデン村村長Supanto 等の聴取（10 : 00～

10 : 40）

《同席した調査助手Fajar による聴取メモ》

LPMD （Lembaga Pemberdayaan Masyarakat

Desa 村民権限付与委員会）の委員は20 人で、基

本は部落である。各部落から名望家、有能者が送

られる。委員は、よく知られた社会の代表という

保証されたリーダー。その機能は、開発、第一に

物質的開発を計画するなかで村政府を助けること

である。

LPMD は毎月共同活動が行われる。 12月に計

画 が 立 て ら。れ る が、11 月 に 部 落 で

MUSRENBANG Dusun が行 われる。各部 落の

Musrenbang Dusun が集められて、郡を通じて県

に提 出さ れるMUSRENBANG Desa に な る。

LPMD の活 動 費 はADD （Alokasi Dana Desa

untuk LPMD ）からで、8.500.000 ルピアである。

BPD は県から議員（Kehormatan ）への金があり、

∧L年間に11 人に対して9,000,000 ルピアである。
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各村は、村の必要に応じて県からの援助基金

ADD を得る。定年の村役人は定年援助を得る。

25年以上働いた人のために、死亡するまで現職の

時に与えられていた役職田の1/8 を与えられる。

この規定は県から定められている。もし村が水田

を持っていなかったら、Carik には国家公務員

PNS  （Pengawai Negri Sipil）n ランクの、村長に

はPNS H C のランクの給料が支払われる。

9 。チャンデン村村落協議会とプ

レンブータン部落

－2011年3 月5 日（土バ 雲）聴取－

1. プ レンブ ータン部落長Sumardiyono

宅 での聴取 （10 : 00～11 : 30）・

部落長のSumardiyono は昨年11 月に隣の4 組

に新たに家を借りて移り住んでいた。

《同席した調査助手Sumini による聴取メモ》

新体制では、選挙に統一性の原理がある。村落

協議会BPD では、社会の実態が多く反映されて

いない。これに対してLPMD では、若者に関し

たこと、隣組に関したことで、社会がより多く反

映されている。

BPD の 実 施 上 の妨げ に なっ てい るこ とは、①

チ ェック とバ ランス の機 能が最大限 に機能してい

ない こと （機 能は、監視 や管理であっ て、村長 を

倒 す権 利 は持 っ てい な い）、②村 政 府 がBPD に

よっ て コント ロ ールさ れるこ と、 ③BPD 本 来 の

機 能が最大 に生 かさ れてい ないこ と、/④ 議員が、

自分 の考え を住民 の代表 のように置 くこと、な ど

であ る。

社 会 的 に 評 価 さ れ て い る 団 体 は、Karang

Taruna 、PKK 、LPMD 。 社 会は必要であ れば他の

組 織 を 作 る こ と が で き る。村 の 政 府

（Pemerintahan Desa ） は 、村長 とBPD で あ る。

自治 システム にお ける変化 の影響は、①社 会の監

視 （たとえば汚 職で辞 職したPendowoharjo の 村

長）、② 社会 の実 情が より反 映さ れる よう になっ

た、③社 会が、 開発の演技 者として演 じるための

機会が広 がっ たこと、 などである。

Canden 村 の 村 長 はSupanto 、SE. （Sarjana

Ekonomi ） で3 年 目。村 長 の任期 は6 年 。 Jayan

部 落 はSamino が 部 落長 だった が、死 亡し たため

Saryanto に代 わっ た6

選 挙 について、村 の選挙 は村 長と部 落長につい

て だけで あ る。 Sekretaris/Carik は2016 年 か ら

表5　 チャンデン村の現在のBPD の議員構成

(職位)

1. 議長ketua BPD

2. 副議長wakil ketua

3. 書記sekretaris

4. 議員anggota

5. 議員anggota

6. 議員anggota

7. 議員anggota

8. 議員anggota

9. 議員anggota

10. 議員anggota

11. 議員anggota

12・.議員anggota

(名前)

Tohayadi

Basar

Drs. Sunarjo

Drs. Ponijan

Kahno

Subroto

Rajiman

Buchori

Sudaryanto

Sonhaji

Husen Yahyo

Supriyono

(住所)

Ngidikan部落

Gadungan kepuh

Jay an
Pulokadang

Kralas

Plembutan

Suren Wetan

Kiringan

Kiringan

Gadungan Pasar

Suren Kulon

Beran

(履歴 ・職業)

前Bantul 県 のDPRD の書 記

SMP Bantul の教員

Dosen UIN (Universitas Islam Negri)

Guru SD Bantul

Suzukiオートバイ販売店運転手

印刷会社勤務

ホテルの守衛

Guru agama SD Bantul
イスラム教の識者

Puskesmas職員
(12番は2009年からBeran 部落長に就任し，Sugiに代わって現在に至る。)

13.BPD 書記 Sunaryo Canden
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国家公務員(PNS : Pengawai Negri Sipil) になる。

部落長の任期は60 歳 になるまでで、生年月日に

よる。次の3 つによって部落長をやめさせること

ができる。①懲戒、②停職( 休職)、③退職。職務

の達成された成果がBPD によって評価される。

部落長の達成した成果の評価は1 年に1 回行われ

る( 部落長め責任はBPD と社会に対して負引 。

村長も同様である。

BPD は10 年にL 回選挙されるよBPD は社会

から議員を得る。メカニズムは地方条例によって

いる。人びとの親和性は友情の結びつきによる。

上記表5 のBPD の議員は2002 年に選出され

た。現在のBPD 議員の任期 は10 年のまま実施

されており、次の選挙は2012 年である。村長の

任期 は以前は10 年だったが、2004 年の改正地方

行政法によって変更され6 年になった。 Panitia 9

(9 人委員会) は、村と部落の選挙組織の役割を担

い、村長、BPD 、LPMD からの委員で構成される。

上記のBPD 議員 は、農地を所有している農民で

ある。登録の手続きについては、条件( 資格) が

9 人委員会で確定され、最低6 ヶ月以上居住し、

登録の権利のある人である。以前は最低100 人の

住民の支持数であった。最低の村長立候補者数は

3 人で、それに立候補者が達しない場合には、候

補者数が達するまで先延ばしする。以前のやり方

は、 もし候補者が2 人でも選挙が行われた。以前

の規則では、50%  以上の支持がなければ当選でき

なかったが、現在は25% 以上の支持が有れば当選

できる。それは有権者人口が増えたからである。

BPD の日常活動は、月1 回議会があり、アリサ

ンを行い、議会にかけられた問題について審議す

る。 BPD の費用は、村からの予算による。 BPD

の議員手当は、毎月ないし3 ヶ月にL 回受け取る。

月額300,000 ルピア。 Bantul 県では平均月額が

州内第2 位の400,000 ルピアで、Kulon Progo 県

では月額が州内第1 位の900,000 ルピアである。

第3 位はSleman 県で、第4 位はGunung Kidul

県となっている。 BPD 議員の手当のメカニズム

141

文化情報学部 紀要， 第11 巻，2011 年

は村の財政力によって異なる。村の手当支払いに

充てられるのは、役職田や村の被雇用者の手当に

使 われる土地（Bengkok ）によるよまた、役職田

のような土地を除くと、手当支払いに充てられる

のは給料（Gaii Uang ）である
○

2 。 チ ャ ン デ ン 村 村 落 協 議 会 書 記Sunaryo

宅 で の 聴 取 （12 : 30 ～14 : 00 ）

Sunaryo 宅 を 訪 ねて村 落協 議会BPD 等 に つい

て質問 する。 Sunaryo は バ ンドル県内 のBPD 書

記 会の会長 （Ketua Paguyupan Sekretaris BPD ）

を している。

《同席 した調 査助手Sumini に よ る聴取 メモ》

村 の政 治 （Pemerintahan Desa ） は 村長 と村 落

協 議 会 （BPD ） か ら 成 り 立 っ て・い る。村 政 府

（Pemerintah Desa ）は 、村 長、村 書記（Sekretaris

Deasa ）、 そ れとその他 の者からなってい る。

従来 の問 題 は次 の よう なこ とであ る。 ①BPD

と 村 長 との 関係 が対 立し て調 和 を欠い て い るこ

と、②BPD の 実 施 は改正 された2004 年 地 方行政

法 の任期6 年 の規則 に従 わず、 選出 された当時 の

ま まの10 年 の任期 が実 施さ れてい るこ と、 であ

る。

2011 年3 月27 日 に 、新バ ージョンの2004 年 地

方行 政法 （Undag-Undang No24 Tahun 2004 ） に

よるBPD の 選 挙 の実 施計画 を審議 する会議 が行

われた。

旧 バ ージョン の1999 年 地 方 行政法 によるBPD

（Badan Perwakilan Desa ） で は、①任 期は10 年

（2002 ～2012 ）、② 議員 の最 大数は13 人 で、選挙 の

過 程は普通 選挙に よる、 ③役割 は村長 の実施七 た

こ とに対し て監視す ること、④村長 は村 議会 に対

し て責任 を負 って回答 するこ とを定 めてい た。他

方、 新 バ ー ジ ョ ン に よ るBPD （Badan

Permusyawaratan Desa ） で は、①村 長 は郡長 を

通 し て県 知 事 に責 任 を負 っ て 回答す るこ とを定

め、 ②BPD は 村 長 を評 価し たり懲 らしめ たり す

る権利 を持 たない。選 挙の過程 につい ては、③ 部
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落が 選挙 の基本社 会 となって選挙 区を形成 し （住

民 数 による）、BPD の 議 員 は最大 で11 人 、最少で

6 人 、そ のあ と選出 された議員 で議長 を選出す る。

④任期 は6 年 であ る。⑤ 旧バ ージョ ンで は3 つ の

委員会、A ． 行政委員 会、B. 開 発委員 会、c. 社

会委員会 が構成 され、 これら は国の形式 に従った

もので、就 任は最 大2 回 で、そ の後 の再 選はで き

ない。 BPD の 完 全 な会議 が開か れる時 の形 式は、

村 長、BPD 議 長 、立法職員、行 政職員 が同席す る。

BPD は、最 終会議 の段 階（村落 条例決定 ）で は、

①普通 の文書、活 動計画 の審議、④ 予算 に関する

審議議論、 ③普通 の判断 （決定 のプ ロセ ス）をし

て、村 に伝 える ことを文 書で示す。 こ れに対 して

村 は、 議論 し、文 書に よる 回答 を作 りBPD に 届

ける。

会議 （Rapat ） の 結果 につ いて、会 議の通知 は、

新バ ージ ョン の場合 はBPD 議 長 と村長 に よって

署 名 さ れ、旧 バ ージ ョ ンの 場 合 はBPD 議 長 に

よって署名 さ れる。　　　　　　 △

現村 長 のSupanto の 任 期 は、2008 ～2014 年 で

ある。

規則 （制限） はまさ に新 しい条 例が当 てはめ ら

れてい る。 より多 くはそ の肯定的 なイ ンパ クトで

あるが、 具体的 には、 たとえ ば①村 は主体 になっ

た のであ って客 体で は ない、②BPD と村 長 の関

係は より調和 のとれた ものに なる、④ 村 は一層発

展す る、 ④社会 の民 主主 義が抑制 される、 な どで

ある。

また、 新しい 条例 によって、新 しいメ カニズ ム

や シ ス テ ム が 適 用 さ れ、ADD （Alokasi Dana

Desa ）が90,000,000 ル ピ アから50,000,000 ルピ

ア ヘ 減 額 さ れ。そ の結 果BPD 議 員 の イ ン セ ン

テ ィブ も下がっ たこ と、 な どであ るよ

BPD の 議 会（Pertemuan ）は 通常月1 回 開かれ、

そ の他 の会議（Rapat ）は、た とえば村か ら審議 の

申し 出 （村 条 例作 成 ・制定の計 画）があ った時で

あ る。 BPD の 評 価 シス テ ムは社 会 に よって 行 わ

れ、そ の テ クニ ッ クは 選択 であ る。 BPD 書 記 は
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BPD 議長の職務（KTU : Ketua Tata Usaha ）を助

け る の が役 割。 BPD の責 任（Pertanggung

Jawaban ）のメカニズムは、①議会の成果につい

ては、フォーマルには責任はないが、直接社会に

責任を負っており、②予算については、村を通じ

て政府に責任を負う。

開発のメカニズムは、①部落の開発計画の話し

合い（会議）、②村の開発計画の話し合い、③郡の

開発計画の話し合い、④県の開発計画の話し合い、

⑤国の開発計画の話し合い、の順に進められる。

10. チャンデン村の村落行政組織

―2011 年3 月7 日（月）（雲）聴取－

チャンデン村村長Supanto 等の聴取(8:50 ～

9:50)

《同席した調査助手Poppy による聴取メモ》

基金・予算配分(Alokasi Dana) について

県からの交付金があり、その名前は村交付金

(Alokasi Dana Desa : ADD) で、2011 年の額は

142,657,500 ルピア。 2011年の額は、2010 年の額

とほぼ同額。以前、190,000,000 ルピア交付され

る よう望 んだが、実 際はそ うさ れなか った。

ADD の内訳については、30％が村とBPD 村落協

議会の活動、たとえば役所の資産、備品、運営の

費用に使われ、25 ％が村の団体(Lembaga Desa)

の費用 に使 われ、45% が村落社会の振興・向上

(Pemberdayaan Masyarakat) の費用に使われる。

ADD の総額は、その村の等級( たとえば媒体あ

るいは残されたもめ) による。もし残されたもの

(事業) があれば額が増え、事業が進んでい れば額

は少なくなる。村の道路開発については村の開発

の話し合い( 村落開発計画会議) を行う。→11 の

基本計画→優先基準→郡の開発計画→県における

必要計画→道路を建設するかどうかが決定され

る。村が道路を建設する資金がなくても、関係す

る 側か建 設する だろう( た とえば、公 共事業

PU : Pekeriaan Umum) 。地方技術計画ユニット
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(dibawah Dinas Pendidikan dan Pertanian 教育・

農業地方事務所 など)。村の貸与の農地(Tanah

Kas Desa) は、小作料をとる貸与農地13 ha と役

職田40 ha の合計53 ha あり、その小作料の40 ％

は建設費に、60 ％は村役人の給与の役職田に充て

られる。

前バージョンの村落議会BPD の職務には監視

(Pegawasan) があったが、2004 年からBPD と村

長はともに村を支える要素となり、村の条例の制

定のために相互に話し合 わなければならなくなっ

た。BPD の役割は①立法(Legislasi) 、④予算

(Anggaran) 、③監視(Pengawasan) 、である。

BPD の協議事項は、村の法令を審議することで

ある。それらは、村の開発の活動計画、開発の予

算 と 村 の 経 費(APB Desa : Anggaran

Pembangunan dan Belanja Desa) 、村 財 政地

(Tanah Kas Desa) の管理、予算の見積もり、な

どである。その他に他の法令、例えば家屋と商店

の建設、災害の防備、などについても加えられる

が、これらは第一の協議議題ではなく追加的な議

題である。

BPD と村長の対立について　　　　　　　し

以前には対立があったが、すでにBPD は村落

協議会(Badan Permusyawaratan Desa) に変わ

り、対立は少なくなった。村の職員(Pekerja/

Pamong) 数はすでに十分である( 不足してい な

い)。村落行政は構造的に部落にまで及んでおり、

運営において各係長は職員に支えられている。

職員の採用について

職員は村に求職を申し出( 最低の学歴は中学

卒)、職員の地位は村長からの証明書(SK : Surat

Keterangan dari Desa) による。村は県知事に提

案し、県知事の同意(Persetujuan) がなければな

らない。

村長はBPD によって選ばれ、各係長と部落長

は村長 にょっ て選 ば れる。職員 は村役場 政府

(Pemerintahan Desa) によって選ばれる。
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（付 記）

本 調査 は、平 成19 ～22 年 度 科 学研 究費 補助金

（基盤研 究A ）「東 アジ アにお ける 「地方的 世界」

の基 層・動態・持続可 能な発展 に関する研 究」（研

究代 表者 神 戸大学 大学 院人文 学研 究科 教授　 藤

井　 勝） によって実施 された もので、 本聴取内容

の報 告はそ の研 究成果 の一部であ る。

本研 究で は、ジョクジ ャカル タ特別 州（Daerah

Istimewa Yogyakarta ）バ ント ゥル県（Kabupaten

Bantul) 内 で の農村 自治 の比 較 をす るためにジュ

テ ィス郡イKecamatan Jetis ）チ ャンデン村（Desa

Canden ）、 セ ヲン郡 （Kecamatan Sewon ） プ ンド

ヲハ ルジ ョ村（Desa Pendowoharjo ）、それとサ ン

デ ン郡 （Kecamatan Sanden ） ム ルティガ ディ ン

村 （Desa Murtigading ） の3 ヶ 村で調 査を実施し

たが、 本報告で は紙幅 の関係か らそ のうちのチ ャ

ンデ ン村 の例 を取 り上げ た。

なお 、「1979 年 村 落行政法 」に代 って制定 さ れ

た「1999 年 地 方行政 法」につ いては、上記の科学

研 究費 に よる平成22 年 度 の研 究成果 報告書 『東

南 アジアにおけ る 「地方 的世界」 の基 層・動態 ・

持続 可能 な発展 に関す る研 究
』
（神戸 大学人 文科

学研 究科2011 年3 月327 ～345 頁 ） に 詳述 した

ので参 照さ れたい 。

くろやなぎ・はるお ／文化情報学部教授

E-mail : hkuro@sugiyama-u  .ac.jp


